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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
募
集
住
宅
　
下
表
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

茨
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

芋
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

鰯
確
実
な
保
証
人
が
い
る
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
申
込
用
紙
（
建
築

住
宅
グ
ル
ー
プ
で
配
付
）
、
住

民
票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証

明
書

▼
締
め
切
り
　
１
月
　
日
（
木
）

１６

▼
決
定
方
法
　
今
回
募
集
分
は
抽

選
で
、
前
回
募
集
分
は
申
し
込

み
順
に
入
居
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住

宅
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
２
２
２
３
）

※
左
表
の
ほ
か
、
随
時
入
居
者
募

集
中
の
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

住宅番号面積種別団地・地区名区分

TH８－２６４㎡２ＬＤＫ東 光 三 区 地 区
改良

今回
KK６１－３－１６３㎡３ＤＫ神威神楽岡地区

K６０－１－４６３㎡
３ＤＫ

文 珠 西 歌 団 地
公営

T５４－１－３５９㎡文珠みどり団地

H５５－１－１６２㎡３ＤＫ本 町 川 向 地 区改良前回

■募集住宅

自
衛
官
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
平
成
　
年
度
の

２５

自
衛
官
候
補
生
、
平
成
　
年
度
の

２６

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。

■
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未

１８

２７

満
の
方

▼
試
験
日
（
予
定
）　

　
第
４
回
　
１
月
　
日
（
日
）

２６

　
第
５
回
　
２
月
　
日
（
土
）

２２

　
第
６
回
　
３
月
８
日
（
土
）

※
採
用
数
に
達
し
た
時
点
で
試
験

を
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
各
試
験
日
の
１
週

間
前
ま
で

■
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

▼
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未

１８

３４

満
の
者

■
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

▼
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未

１８

５５

満
の
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す

る
者

　
市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

▼
職
　
種
　
看
護
師

▼
募
集
人
数
　
１
人

▼
応
募
条
件
　
次
の
全
て
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
方

茨
昭
和
　
年
4
月
2
日
以
降
に
生

44

ま
れ
た
方

芋
看
護
師
資
格
を
有
す
る
方
（
平

成
　
年
3
月
末
ま
で
に
免
許
取

26
得
見
込
み
の
方
含
む
）

鰯
採
用
後
本
市
に
居
住
で
き
る
方

▼
給
与
・
勤
務
条
件
　
市
条
例
及

び
規
則
な
ど
の
定
め
に
よ
る

▼
採
用
予
定
日
　
平
成
　
年
4
月

26

1
日

▼
応
募
締
め
切
り
　
平
成
　
年
1

26

月
　
日
（
金
）

31

▼
採
用
試
験
日
　
平
成
　
年
2
月

26

中
旬
を
予
定

▼
試
験
科
目
　
小
論
文
、
面
接
試

験
▼
提
出
書
類
　
採
用
願
書
、
履
歴

書
、
資
格
免
許
証
の
写
し

市
職
員
募
集

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
市
立
病

院
事
務
局
（
緯
４
２
～
３
１
８

５
）

▼
試
験
日
　
４
月
中
旬

▼
受
付
期
間
　
１
月
上
旬
～
４
月

上
旬

▼
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地

方
協
力
本
部
滝
川
地
域
事
務
所

（
緯
２
２
～
２
１
４
０
）

除
雪
な
ど
に
よ
る
事
故

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
屋
根
か
ら
の
雪
下
ろ
し
中
及
び

落
氷
雪
な
ど
に
よ
る
死
傷
事
故
が

多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
の
申
請
受
付
開
始

　
除
雪
な
ど
に
よ
る
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
 屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
時

▽
安
全
の
た
め
に
複
数
名
で
行
い

ま
し
ょ
う

▽
滑
り
止
め
や
命
綱
を
つ
け
ま
し

ょ
う

▽
下
の
通
行
人
や
子
供
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

■
除
雪
機
を
使
用
す
る
時

▽
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
に
く
い
服

装
で
行
い
ま
し
ょ
う

▽
ト
ラ
ブ
ル
時
に
は
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
し
て
か
ら
点
検
し
ま
し
ょ
う

▽
周
辺
の
通
行
人
や
子
供
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

■
そ
の
他
の
注
意
す
る
こ
と
は
　

▽
屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

▽
除
雪
時
の
体
調
は
万
全
に
整
え

ま
し
ょ
う

〈
道
庁
総
務
部
危
機
対
策
局
危
機

対
策
課
〉

　
高
校
生
等
が
い
る
世
帯
へ
の
支

援
金
制
度
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
対
象
者
の
皆
様
へ
は
　
月
に
お

１０

知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
場
合
は
申
請
書
と
必
要

書
類
を
添
え
て
提
出
願
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
高
校
生
等
相
当
（
平

成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
　
年
１０

４
月
１
日
生
）
の
方
が
い
る
世

帯
▼
支
給
額
　
月
額
１
万
円

▼
提
出
先
　
市
教
育
委
員
会

※
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル

ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２
～

４
２
２
３
）
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▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

▽
夜
間
、
夕
暮
れ
時
は
、
横
断
す

る
歩
行
者
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

▽
特
に
右
側
か
ら
左
側
に
横
断
す

る
歩
行
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
間
近
で
人
を
発
見
し
て
も
余
裕

を
持
っ
て
停
止
で
き
る
速
度
で

走
行
し
ま
し
ょ
う
。

▼
歩
行
者
の
方
へ

▽
夜
間
、
自
分
に
ラ
イ
ト
が
当
た

っ
て
い
て
も
、
車
か
ら
は
あ
な

た
の
姿
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
車

の
運
転
手
が
気
が
つ
き
や
す
い

よ
う
明
る
い
服
装
と
夜
光
反
射

材
を
着
用
し
て
自
分
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

▽
少
し
遠
回
り
に
な
っ
て
も
横
断

歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

横
断
す
る
歩
行
者
に
注
意
！

赤
平
市
で
死
亡
事
故
発
生

　
　
月
２
日
（
月
）　

時
　
分
こ
ろ
、
赤
平
市
本
町
１
丁
目
国
道
　

１２

２０

１５

38

号
線
上
に
お
い
て
、
芦
別
方
向
か
ら
滝
川
方
向
に
進
行
中
の
軽
四
輪

乗
用
車
が
、
横
断
中
の
歩
行
者
と
衝
突
し
、
歩
行
者
が
死
亡
す
る
交

通
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　
歌
志
内
市
で
は
、
昨
年
　
月
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
数
１
０
０

１１

０
日
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の

こ
と
に
留
意
し
て
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

〈
赤
歌
警
察
署
・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
作
戦
本
部
・
歌
志
内
市
〉

■
冬
道
の
安
全
対
策
　
　
　
　
　

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

▽
除
雪
に
よ
り
雪
山
が
で
き
、
道

路
の
見
通
し
が
さ
ら
に
悪
く
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
の
た
め
車

間
距
離
を
十
分
に
と
り
、
ブ
レ

ー
キ
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
慎
重

に
行
い
、
先
々
の
状
況
に
目
配

り
し
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
歩
行
者
の
方
へ

▽
路
面
の
凍

結
に
よ
る

転
倒
に
注

意
し
ま
し

ょ
う
。

▽
車
が
止
ま

っ
た
こ
と

を
確
認
し
、

道
路
を
横

断
し
ま
し

ょ
う
。

ス
キ
ー
場
で
の

　
　
　
　
　
事
故
防
止

　
北
海
道
で
は
、
北
国
ら
し
い

様
々
な
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
が
各
地
で

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

は
、
冬
の
代
表
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
り
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
ス
キ
ー

場
を
訪
れ
、
滑
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
最
近
、
ス
キ
ー
場
で
は
、
技
量

の
違
い
に
加
え
て
、
様
々
な
ス
キ

ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
使
用
す
る

人
々
が
混
在
し
て
お
り
、
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
自
分
勝
手
な
滑
り
は
周

り
の
迷
惑
に
な
る
ば
か
り
か
、
不

注
意
に
よ
る
人
と
人
と
の
衝
突
や

立
ち
木
な
ど
へ
の
衝
突
が
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
　
安
全
に
ス
キ
ー
な
ど
を
楽
し
む

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▼
滑
る
前
に
は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
、
金
具
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘

れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
自
分
の
技
量
や
、
斜
面
、
雪
質
、

天
候
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
コ

ー
ス
を
選
び
、
無
理
な
滑
り
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
 滑
り
始
め
る
と
き
や
、
他
の

コ
ー
ス
に
合
流
す
る
と
き
、
斜

面
を
横
切
る
と
き
に
は
、
周
り

を
よ
く
確
認
し
、
他
の
人
の
滑

り
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
追
い
越
す
と
き
に
は
、

慎
重
に
。

▼
ゲ
レ
ン
デ
の
中
央
に
立
ち
止
ま

っ
た
り
座
り
込
ん
だ
り
す
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
立
ち
止

ま
る
と
き
は
ゲ
レ
ン
デ
の
端
に

い
ま
し
ょ
う
。

▼
標
識
や
掲
示
、
注
意
事
項
を
守

り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
指
示
に
従

い
ま
し
ょ
う
。

▼
風
雪
な
ど
で
視
界
が
不
良
の
と

き
は
、
無
理
を
せ
ず
、
ス
キ
ー

な
ど
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
キ
ー
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
を
散

ら
か
さ
な
い
な
ど
の
基
本
的
マ

ナ
ー
を
忘
れ
ず
に
守
り
ま
し
ょ

う
。

〈
道
庁
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全

局
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
〉
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医
療
費
通
知
の
送
付
を

 

希
望
さ
れ
る
方
へ

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
被
保
険
者
の
か
た
が

た
に
健
康
や
医
療
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
医
療
費
を
半
年
ご
と
に
ま

と
め
、
発
行
を
ご
希
望
の
方
を
対

象
に
医
療
費
通
知
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
次
回
の
発
行
は
、
３
月
（
平
成

　
年
７
月
～
同
　
月
の
医
療
費
を

２５

１２

対
象
）
に
行
い
ま
す
。

　
す
で
に
「
発
行
希
望
」
の
ご
連

絡
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
継
続
し
て
発
行
し
ま
す
の

で
連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
た
に
発
行
を
ご
希
望
の
方
は
、

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
（
緯
０
１
１
～
２
９
０
～
５
６

０
１
）
ま
た
は
保
険
医
療
グ
ル
ー

プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～
３
２

１
７
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
通
知
を
確
定
申
告

な
ど
の
「
医
療
費
控
除
」
の
領

収
書
の
代
わ
り
と
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
歳
に
な
る
と
、
多
く
の
権
利

２０
が
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
義
務
も

課
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
１
つ
に
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
あ
り
ま
す
。

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方
を
除
き
、
日
本
に
住

む
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
方
が
国

２０

６０

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
保
険
料
を
未
納
に
し
て
い

る
と
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
将
来

受
給
す
る
年
金
を
減
額
さ
れ
る
場

合
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入

手
続
き
を
し
、
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
収
入
等
が
な
く
保
険
料

の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
（
学
生
の

み
）
、
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

（
　
歳
未
満
）
な
ど
の
保
険
料
納

３０
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
過
程
）
、
一
部
の
海
外
大
学

の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
　
歳
未
満
の
方
で
、

３０

本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　
ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ
れ

た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
保
険
料
の
納
付
が
可
能

と
な
っ
た
時
に
「
追
納
制
度
」
を

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
将
来
受

け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
戸
籍
年
金
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～

３
２
１
７
）
へ
。

滝
川
自
衛
隊

　
　
　
　
音
楽
ま
つ
り

▼
と
　
き
　
１
月
　
日
（
金
）　

１７

１８

時
開
演
（
　
時
開
場
）

１７

▼
と
こ
ろ
　
た
き
か
わ
文
化
セ
ン

タ
ー
（
滝
川
市
新
町
３
丁
目
）

▼
入
場
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
陸
上
自
衛
隊
滝

川
駐
屯
地
業
務
司
令
室
（
緯
２

２
～
２
１
４
１
）

焦
げ
る
程
度
で
燃
え
に
く
い
素

材
で
で
き
て
い
ま
す
。
（
防
炎

品
）

■
防
炎
品
に
は
こ
ん
な
も
の
が
あ

り
ま
す
！

▽
寝
具
類
　
布
団
、
枕
、
毛
布
、

シ
ー
ツ
、
膝
掛
け
な
ど

▽
衣
類
　
エ
プ
ロ
ン
、
パ
ジ
ャ
マ
、

ア
ー
ム
カ
バ
ー
な
ど

▽
そ
の
他
　
カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う

た
ん
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
防
災
頭

巾
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
（
緯

４
２
～
３
２
５
５
）

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ

る
み
か
ら
発
生
し
ま
す
。

　
火
災
を
予
防
す
る
た
め
に
防
炎

品
は
非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
防
炎
品
と
非
防
炎
品
の
じ
ゅ
う

た
ん
の
燃
え
方
の
違
い
を
写
真

▽
右
側
は
、
火

が
つ
く
と
燃

え
上
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

（
非
防
炎
品
）

▽
左
側
は
、
火

が
つ
い
て
も

で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

防
炎
製
品
を

　
　
　
　
備
え
よ
う
！



27

くらしの情報

平成２６年１月号

当日担当弁護士１０時～１２時

村田雅彦弁護士歌志内市公民館７日(火)

丸山　 健弁護士赤平市コミュニテ
ィセンター別館１４日(火)

中島正博弁護士歌志内市公民館２１日(火)

山内崇史弁護士赤平市コミュニテ
ィセンター別館２８日(火)

……………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

■１月の予定表

札幌弁護士会
無料法律相談会のお知らせ
　札幌弁護士会では、次の日程により無料法律
相談会を開催します。
　債務整理、交通事故、離婚、相続、悪質商
法など、どのような相談でもお受けします。

※相談会は、毎週火曜日です。

▼申し込み・問い合わせ　環境交通グループ
（市役所１階緯４２～３２１７）、赤平市役所市民
相談係（緯３２～１８３４）

▽
新
規
学
校
卒
業
者
は
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知
へ

▽
離
職
者
、
求
職
者
は
最
寄
り
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

▼
受
付
期
間
　
１
月
　

日
（
火
）

２８

ま
で

▼
試
験
日
　
２
月
７
日
（
金
）

▼
試
験
会
場
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
空
知

▼
選
考
方
法
　
学
力
試
験
（
国
語

・
数
学
）
及
び
面
接

▼
合
格
発
表
　
２
月
　
日
（
金
）

１４

▼
授
業
料
　
無
料
（
３
万
５
千
円

～
５
万
円
の
入
学
経
費
が
か
か

り
ま
す
）

※
く
わ
し
く
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
空
知
（
緯
２
４
～
１

８
８
０
）
へ
。

　
札
幌
高
等
技
術
専
門
学
院
能
力

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

　
年
度
の
職
業
訓
練
生
を
募
集
し

２６ま
す
。

▼
募
集
科
目
・
定
員
・
訓
練
期
間

▽
板
金
科
　
　
名
（
平
成
　
年
４

１０

２６

月
～
同
　
年
３
月
）

２７

▽
電
気
工
事
科
　
　
名
（
平
成
　

１０

２６

年
４
月
～
同
　
年
３
月
）

２７

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
　
　
名
１０

（
平
成
　
年
４
月
～
同
　
年
９

２６

２７

月
）

▼
応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業
以
上

の
方

▼
訓
練
場
所
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
空
知
（
滝
川
市
流
通
団

地
）

▼
出
願
書
類
　
所
定
の
入
学
願
書

▼
提
出
先

職
業
訓
練
生
募
集

　
市
内
の
事
業
所
で
は
、
次
の

と
お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

繋
ス
キ
ー
リ
フ
ト
係
員

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

罫
介
護
ス
タ
ッ
フ

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

茎
歯
科
助
手
又
は
歯
科
衛
生
士

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

荊
土
木
技
術
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

　
く
わ
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
（
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
～
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報
 （
　
月
　
日
現
在
）

１２

１０

車
上
ね
ら
い
に
注
意
！

　
道
内
に
お
け
る
車
上
ね
ら
い
の

認
知
件
数
は
、
昨
年
度
よ
り
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
高

水
準
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
車
内
か
ら
金
品
を
盗
ん
で
い
く

「
車
上
ね
ら
い
」
は
、
一
年
を
通
じ

て
発
生
し
て
お
り
、
車
内
に
バ
ッ

ク
等
を
置
い
て
い
れ
ば
、
貴
重
品

が
入
っ
て
い
な
く
て
も
犯
人
は
ガ

ラ
ス
を
割
っ
て
そ
の
中
身
を
確
認

し
ま
す
。
被
害
防
止
の
た
め
、
車

両
を
離
れ
る
際
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
車
内
に
貴
重
品
や
バ
ッ
ク
な
ど

を
放
置
し
な
い

▼
車
を
離
れ
る
と
き
は
短
時
間
で

も
必
ず
施
錠
す
る

▼
明
る
く
人
目
に
つ
く
駐
車
場
を

利
用
す
る

〈
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局
道

民
生
活
課
〉

選
挙
管
理
委
員

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
中
嶋
　

哲
氏
が
平
成
　
年
　
月
　
日
付
け

２５

１１

３０

で
、
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
辞
任

さ
れ
ま
し
た
。　

　
こ
れ
に
伴
い
、　

月
２
日
付
け

１２

で
新
し
い
委
員
に
、
補
充
員
の
東

　
利
雄
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
歌
志
内
市
選
挙
管
理
委
員
会
〉

 東 
あずま

　 利  雄  氏
とし お

文珠第三

……………………………………………………………………………………………
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
総
務
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
２
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
プ
リ
コ
ム
旭
川

平成２６年１月号

くらしの情報

　第２８回歌志内なまはげ祭りが、次のとお
り開催されます。
　２月２日は、会場に手おけや包丁を携え
た薪なまはげ親が登場して、勇壮な踊りを披
露します。このほか、無病息災を願うもち
まきなどが行われます。翌３日は、なまは
げが市内の事業所や施設を訪問。７日には、
「家内安全」「悪霊退散」の願いを込めて、
一般家庭や飲食店を訪ね歩きます。
諮と　き　２月２日（日）１７時～
諮ところ　公民館駐車場特設会場

　なまはげの来訪を希望するご家庭は、下記
まで申し込みください。
諮来訪日時　２月７日（金）１８時３０分～
諮申し込み　２月３日（月）までになまはげ

の会事務局山中（勤務先緯４２～
２４９５）へ。

なまはげ来訪希望家庭募集なまはげ来訪希望家庭募集！！

……………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………

 深  津 　 陽  大 くん
ふか つ よう た

長男（１１か月）～歌神一区～

お母さんのひとこと

　人見知りもなく、

とても活発な性格で

す。独りでボールを

ころがしたりして遊

ぶのが大好きです。

いつまでも元気で優

しい子に育ってほし

いですね。

今月のかわいい

うたっ子をご紹

介します。

　
消
防
本
部
で
は
、
消
防
出
初
式

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
１
月
５
日
（
日
）

※
こ
の
日
は
、
団
員
招
集
の
た
め

　
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

１４す
の
で
、
火
災
と
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
内
　
容

▽
分
列
行
進
　
　
時
　
分
（
公
民

１４

２０

館
前
）

▽
観
閲
式
　
　
時
　
分
（
公
民
館

１４

３０

前
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
（
緯

４
２
～
３
２
５
５
）

消
防
出
初
式
を
開
催

灯
油
・
ガ
ス
漏
れ
に

 

ご
注
意
を
！

　
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
暖
房
器

具
が
活
躍
す
る
時
期
で
す
。

　
積
雪
の
多
い
道
内
で
は
、
屋
根

か
ら
の
落
雪
な
ど
に
よ
っ
て
燃
料

タ
ン
ク
や
配
管
が
破
損
し
、
灯
油

や
ガ
ス
漏
れ
の
事
例
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
冬
を
安
全
・
安
心
に
過
ご
す
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

■
灯
油
タ
ン
ク
の
残
量
を
定
期
的

に
確
認
し
、
記
録
し
ま
し
ょ
う
。

　
灯
油
の
増
減
を
把
握
す
る
こ
と

で
灯
油
漏
れ
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
灯
油
タ
ン
ク
や
ガ
ス
配
管
の
周

囲
を
除
雪
し
、
異
臭
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
管
理
を
万
全
に
す
る
こ
と
で
破

 

損
を
防
止
し
ま
す
。
も
し
、
異
臭

が
し
た
場
合
は
元
栓
を
閉
め
、
販

売
店
等
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

■
ポ
リ
容
器
で
灯
油
を
保
管
し
て

い
る
場
合
は
、
必
ず
ふ
た
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
ふ
た
を
確
実
に
す
る
こ
と
で
、

万
が
一
ポ
リ
容
器
が
倒
れ
て
も
灯

油
は
漏
れ
ず
安
心
で
す
。

■
物
置
で
灯
油
（
ポ
リ
容
器
）
を

保
管
し
て
い
る
場
合
は
施
錠
し

管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
放
火
対
策
と
盗
難
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
（
緯

４
２
～
３
２
５
５
）

歌志内なまはげ祭歌志内なまはげ祭りり

……………………………………………………………………………………




